第1巻第2課

第2課　自己紹介
目標
	日本語学習目標
・お互いに自己紹介ができる。
文化・人間関係目標
・自己紹介をすることを通して、相手と関係を作ることができる。

・名前の由来や名前に込められた願いについて考える。
	文字学習目標
・自分の名前の音と文字を知る（感じる）。

・自分の名前をひらがなで書くことができる。
・ひらがなやカタカナの成り立ちと漢字の関係がわかる

・ひらがな6文字が読めて書ける。


トピック場面（主题场面）
●制作意図＆授業のヒント

・コミュニケーションがうまくいかないところをわざと提示しました。

・主題場面では、漫画のコマに金と朴も通じなくて困っているコマを足しました。3人の気持ちや母語ならどんなことを言うか、日本語ならどう言うのかなどの質問を通して、学習活動につなげます。

問いかけの例

○どんな場面ですか。

○美佳はどんな気持ちでしょうか。

○朴と金はどんな気持ちでしょうか。

○朴と金はどうして美佳に話しかけたのだと思いますか。

○このような状況のとき、あなただったらこの状況をどうやって克服しようとしますか。
○同じような体験をしたことがありますか。

○日本語なら朴と金は何と言えばよかったのでしょうか。

○美佳は何と言えばよかったのでしょうか。

・友達作りの第一歩に何をするかという視点から、どうして金と朴は美佳に声をかけたのかも考えさせるといいでしょう。

●補足説明

なし
学習活動（学习活动）
みんなに自分の名前を覚えてもらおう！
	活動のねらい

	・自分の名前を言ったり、相手の名前をたずねたりすることができる。
・相手の名前を確認することができる。
・友達の名前を紹介することができる。
・日本語では、相手に対してどう呼びかけるかがわかる。

	技能
	言語材料

	聞く

話す
	読む
	書く
	表現
	語彙

	●
	
	
	張です。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

お名前は？／～です。

張です。　李さんです。

王さんですか。

　－はい。／いいえ。
	名前、はい、いいえ、くん、さん、先生



●活動内容

1． 自分の名前の言い方を練習します。

2． 円になって座り、友達に名前を聞きます。聞かれたら答えます。

3． 隣の人の名前を言ってから自分の名前を言います。それを順に繰り返していきます。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

4． 友達の名前を確認し合います。

5． グループの友達を紹介します。

●制作意図＆授業のヒント
・人と知り合って仲良くなっていく最初のステップ（段階）は、相手の名前をたずねて覚えることと、自分の名前を言って相手に覚えてもらうことです。その視点から、この活動を設定しました。
・1の活動：生徒に事前に姓を教えておきます。

・5の活動：グループのメンバーの名前を覚えたかどうか確認しあうことを通して、「はい／いいえ」の表現も習います。このとき、言えたら相手のサインをもらうことにしてもいいですが、PLUS「自分の日本語の名前との出会い（认识自己的日语名字）」の活動と組み合わせれば、日本語でサインをもらうこともできるでしょう。
・名前は、日本語読み（例：おう）でも、中国語のピンイン読み（例：ワン）でもいいです。
●補足説明

なし

みんなに日本語であいさつをしよう！
	活動のねらい

	・みんなの前で、また一対一での自己紹介ができる

	技能
	言語材料

	聞く話す
	読む
	書く
	表現
	語彙

	●
	
	
	～です。どうぞよろしく。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　はじめまして。～です。よろしく。
	


●活動内容

・お互いに自己紹介をします。
●制作意図＆授業のヒント

・漫画やイラストを観察させ、言語だけでなく、非言語行動にも注意させるようにしましょう。

日本では、あいさつをするとき、頭を軽く下げることが多いです。
●補足説明

なし

PLUS　自分の日本語の名前との出会い
	活動のねらい

	・自分の名前の音と文字がわかる（感じる）。
・自分の名前をひらがなで書くことができる。

	技能
	言語材料

	聞く話す
	読む
	書く
	表現
	語彙

	●
	●
	●
	
	


●活動内容

・先生から自分の名前を日本語で書いたカードをもらいます。カードを真似して名前を書きます。

●制作意図＆授業のヒント

・この課の時点では、まだ仮名を読むことはできませんが、先ず、真似をすることから始め、日本語の文字への興味関心を高めてください。また、自分の名前の文字を初めて聞いたり、見たりしたときどんなことを感じたかを話し合うことも、日本語への関心を高めるでしょう。
・登場人物の名前の呼びかたは、朴成哲（パクソンチョル）のように原音をとった場合と、王志鵬（おうしほう）のように日本語の音読みをとった場合があります。それは、P50の写真からもわかります。自分の名前を、原音で呼んでほしいか、日本語音読みで呼んでほしいを自分で選択するということを考えさせるといいでしょう。
・この活動で作った名前のカードは、いろいろな学習活動で利用することができます。

・名前に関して、学習活動→PLUS→コラムの順番で掲載していますが、この順番通りやる必要はなく、うまくそれぞれの活動を組み合わせて授業を展開してください。
●補足説明

なし
日本語広場（日语广场）
身近な日本語を探そう
	目標

	・身近にある日本語に意識を向けることで、日本語への興味を高める。


●制作意図

・生徒の身近にある日本語を探すことで、日本語への興味を高めるだけでなく、自分と身の回りの日本（日本語）との関係を見直しましょう。

●授業のヒント
・生徒に、集めてきた身の回りの日本語を、どこで見つけたものか、どうして日本語の文字だと思ったのかを話させましょう発表させますの文字だと思ったのかを発表を











































































































。
・ここで集めた素材は、今後の授業の中で、仮名学習の活動、日本事情の活動と結びつけることができます。

●補足説明

なし

コラム（专栏）
姓名
	目標

	・世界の姓名の構成の多様性に気づく。

・自分の名前の由来や名前に込められた願いについて振り返ったり、世界の中学生の名前の由来や願いを読んで共通性・相違点に気づく。


●制作意図

・名前は各自の自文化の一つです。ここでは、名前の由来をお互いに話すことを通して、親など周りの人と自分との関係を認識すること、名づけに対する思いはほかの地域・国も共通していることを知ることを意図しています。そして、自己肯定感（self-esteem：セルフエスティーム）を高めることをねらっています。また、姓名の表し方の共通性・相違性に気づかせます。
●授業のヒント

・教科書の紙面上では、学習活動→コラムの順番ですが、学習活動もコラムもトピックに関係しているものですから、順番通りではなく、学習活動にコラムの内容をうまく取り入れてください。

●補足説明

	国籍
	現地文字表記
	姓と名前の構成

	日本１
	山下紗希
	姓・名

	日本２
	ウィリアム・マイケル
	姓・名

	ロシア
	Алексеева Анна
	名・姓

	アメリカ
	Meg　Glover　Shuman
	名・ミドルネーム・姓

	モンゴル
	отгонхүү энхмаа
	姓・名

	韓国
	손병호
	姓・名

	オーストラリア
	Hayden Jones
	名・姓


· ウィリアム・マイケルは、父親がアメリカの人、母親が日本の人です。
考えてみよう・言ってみよう（想一想 说一说）
●制作意図＆授業のヒント

・学習活動で扱ったことを、振り返ったり、確認したりします。

・「説説看」では、トピック場面のコマをもう一度出して、その場面でどう言ったら伝わったかを登場人物の立場で言ってみることで、自己紹介ができるようになったかを確認します。

●補足説明

・参考解答
金：金です。どうぞよろしく。
朴：はじめまして。朴（パク）です。よろしく。

日本語との出会い（初识日语）
仮名の由来
	目標

	・ひらがなやカタカナの成り立ちと漢字の関係がわかる。


●活動内容

・ひらがなとカタカナが、どの漢字からできたか想像して組み合わせます。
●制作意図＆授業のヒント

・ひらがな、カタカナともに、漢字が由来であることに気づかせるようにしてください。本に載っているひらがな以外のものについて考えさせてもいいでしょう。

●補足説明

・参考解答
太→た、奈→な、女→め、比→ひ、保→ほ、仁→に

ひらがな（平假名）
	目標

	・ひらがな6文字が読めて書ける。


●制作意図＆授業のヒント

・ひらがなの成り立ちの漢字とひらがなを組み合わせる活動は、生徒の想像力を発揮させるように進めましょう。

・この課では6文字の読み書きを扱います。

・6文字を習った後、読めたり書けるようになる表現：～です、よろしく

・付録の五十音図1、2も利用しながら授業ができます。

●補足説明

・参考解答
　　よ→与、す→寸、ろ→呂、く→久、て→天、し→之
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